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1. 概要（Summary ） 
 カーボン材料は多様な結合様式 (diamond-like、
graphite-like)を有しており、その比率により、光学的

および電気的特性が大きく変化する。中でも、高い吸

光度や可変なバンドギャップを持つことから、カーボ

ン材料はシリコンに代わる次世代の太陽電池材料と

して注目されている。カーボン材料を太陽電池に用い

るためには、不純物添加による p 型および n 型半導体

膜の作り分けと、エネルギーバンドギャップの制御が

必要である。本研究では、ラジカル注入型プラズマ化

学気相堆積法(RI-PECVD)法を用い、プラズマ気相中

に添加ガスを注入して、アモルファスカーボン膜を作

製し、その発光スペクトルと膜組成を評価した。 
2. 実験（Experimental） 
・利用装置：ラジカル計測付多目的プラズマプロセス 
        装置 
 本研究では、ラジカル注入型化学気相堆積法で、

CH4/ H2/ N2プラズマを生成し、アモルファスカーボ

ン（a-C）膜を堆積した。そして、N2ガス添加に対す

る a-C 膜の元素組成や結晶性の評価を行った。 
3. 結果と考察（Results and Discussion） 

CH4/ H2/ N2ガスを放電し、FTIR より膜中の組成成

分を解析することができた。これらの生成過程は、不

純物の添加による成膜で、膜構造の詳細を明らかとで

きた。 
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